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人権教育について 学校行事について

一人一人の児童の尊重 友だちへの思いやり 学校行事等の工夫

学校は、一人一人の子どもを大切にした指導や対
応ができていると思いますか。

子どもたちは、友だちとなかよくしていると思い
ますか。

学校は、学校行事（運動会など）が工夫されてい
ると思いますか。

考察
【８】１０月のアンケート結果と同様に、肯定的回答の割合が大きい結果となっている。今後も全職員
による児童理解を強化し、より丁寧で一人一人に応じた指導を心がけたい。また、保護者との連携を密
にし、相談体制の更なる強化や関係機関との連携にも努めたい。
【９】肯定的回答率をみると、１０月のアンケート結果に比べ、児童とその他の対象とのギャップ（児
童が高い）が小さくなった。しかしながら、「１そう思わない」と回答している児童もおり、今後一
層、道徳教育や人権教育の深化、日常での機を逃さない指導を徹底したい。また、多くの情報を共有
し、家庭や地域との連携を密にしながら、心の醸成を深めていきたい。

考察
【10】
　１０月のアンケート以降の大きな行事として、
タイムトンネル、持久走大会、学習発表会を実施
した。保護者の肯定的回答率も１０月のアンケー
ト結果と同様で大変ありがたい。よりよい学校行
事が運営されるよう、ＰＴＡとの連携を図りなが
ら工夫改善をしていきたい。

考察
【６】肯定的回答は、教職員、児童及び保護者と
も１０月のアンケート同様、高い値であった。し
かし、保護者の回答で「４そう思う」の割合が減
少していることから、「特別の教科 道徳」（道徳
科）及び熊本地震関連教材「つなぐ」の指導の充
実、さらに、家庭（日常的な会話等）と地域（体
験的活動の充実等）と学校の協同による心の教育
を推進していきたい。

【７】１０月のアンケート同様、「４ そう思
う」の回答は、児童と教職員及び保護者では
ギャップが生じている。周りからも評価されるよ
う、指導方法を見直し、改善しながら家庭と連携
し、地域での挨拶を指導したい。

考察
【１】保護者の肯定的回答率（「４ そう思う」）が１０月のアンケート結果に比べ若干下がっている。学校・学級便りや学校ホームページなどでの広報に
力を入れていきたい。児童についてはポイントが上昇しているので、ご家庭でも「学校行動目標」や「３つの響き合い」について話題にしていただきた
い。
【２】肯定的回答率（「４そう思う」、「３どちらかといえばそう思う」）は、児童、保護者、評議員及び教職員において１０月のアンケート結果とほぼ
同じであった。しかし、「１そう思わない」と回答している児童もおり、すべての児童が充実した学校生活を送れるよう工夫が必要である。
【３】保護者の肯定的回答率が、１０月のアンケート結果から改善が見られなかった。今後もすべての教育活動において組織的に取り組むことを意識して
いきたい。

教　科　指　導　に　つ　い　て

授業づくりの工夫 意欲的な学習態度
考察
【４】
　全体的に肯定的回答率は高い数値であった。と
くに教職員の「４ そう思う」の回答が１０月のア
ンケート結果に比べ、数値が上がっている。保護
者のご理解のもと、「確かな学力」の育成に向
け、自信をもって教育活動を進めることができ
た。
【５】
　１０月のアンケートでは、「４ そう思う」の回
答率が教職員と児童、保護者との間でギャップが
見られたが、改善されている。今後も魅力ある授
業づくりの推進と、児童が目標を持って、意欲的
に授業に取り組めるような工夫をしていきたい。

学校は、わかる授業、丁寧な授業づくりに努めて
いると思いますか。

子どもたちは、意欲的に授業に取り組んでいると
思いますか。

道徳教育　心の教育について

道徳、心の教育の充実 あいさつ、礼儀の励行

学校は、思いやりの心や感謝の心などを大切にす
る心の教育の充実に努めていると思いますか。

子どもたちは、あいさつがきちんとできていると
思いますか。

学校は、家庭に学校の教育方針や教育目標をわか
りやすく示していると思いますか。

子どもは、充実した学校生活を送っていると思い
ますか。

全職員で、連携協力して教育活動に取り組んでい
ると思いますか。

教育方針・目標の理解 意欲的な学校生活 教師の連携協力

水上村立岩野小学校

４―そう思う 　　　３－どちらかといえばそう思う ２－どちらかといえばそう思わない

学　校　教　育　目　標

回答率：評議員100％、保護者93.0％、児童96.6％、教職員100％
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〇教育方針等の発信と周知
〇学校と保護者及び地域との協力体制の強化
〇規範意識の醸成（学校内ばかりでなく、実社会においても通用する規範意識の育成）
〇学校外での挨拶の励行
〇いじめや不登校、問題行動への対応（「いじめは絶対に許されない」心と態度の育成。いじめ・不登校に対する専門機関との連携の強化）
〇体力向上（体力の二極化の是正）

考察
【18】保護者の肯定的回答率は、１０月のアンケート結果に比べ１０ポイント以上も低下している。行
事等については、実施後すぐに学校ホームページで発信しているが、その成果がアンケート結果に反映
されず、残念な結果となった。学校ホームページの更新は少なからず労力が必要で、効果があがるよう
な方法を検討していく必要があるのかもしれない。保護者の要望を聞きながら、保護者にとって魅力あ
る方法を見いだしたい。
【19】昨年度の反省を踏まえながら、学校行事やＰＴＡ行事を実施してきた。今年度からの新たな取組
もあるが、ＰＴＡ役員の方々と連携し、保護者等のニーズに対応したことで、肯定的回答率となったと
思う。今後も児童の活動を中心に考えると共に、なるべく多くの方のニーズに応えたい。

考察
【20】
　地域社会に開かれた学校づくりを目指し、様々
な教育活動を行ってきた。１０月のアンケート結
果と比較すると、肯定的回答率が上昇し、ある程
度保護者や地域の理解も得られていると思われ
る。今後も学校と地域のニーズをすり合わせなが
ら、様々な教育活動を行っていきたい。

次年度の具体的な取組について

情報の公開・発信について

学校の予定等がわかる情報発信 教育活動への参加 家庭や地域との連携協力

学校の情報は、文書（学校便り等）やホームペー
ジ等で、十分に発信されていると思いますか。

学校が公開している教育活動（行事、授業参観等）は、
保護者や地域の方が参加しやすいと思いますか。

学校は、家庭や地域と連携協力しながら教育活動
を進めていると思いますか。

家庭・地域の連携について

学校環境について

環境の整理・美化 施設・設備の安全管理
考察
【16】肯定的回答率は１０月のアンケート結果と
同水準であったが、保護者の肯定的回答率が上昇
しており、大変ありがたい。朝のボランティア活
動や花壇の整備などの取組の成果だと思われる。
今後も更なる環境の整理・美化に努めていきた
い。

【17】肯定的回答率は１０月のアンケート結果と
同様高い数値を示している。定期的に実施してい
る校内安全点検の徹底や日常的な危険箇所の察知
等の成果と考える。しかしながら、若干保護者の
肯定的回答率が低下しており、今後は保護者の声
にも対応しながら安全管理に努めていきたい。

学校は、校舎内外（花壇や掲示物など）がきちん
と整理されていると思いますか。

学校の施設・設備は、安全でよく整備・管理され
ていると思いますか。

考察
【11】保護者の肯定的回答率は１０月のアンケート結果とほぼ同様の数値であった。しかしながら、「４ そう思う」の回答率が若干低下していることか
ら、この数値を伸ばすために、今後一層児童理解に努めたい。
【12】教職員の「４ そう思う」の回答率が、１０月のアンケート結果に比べ上昇している。学校での子どもたちの様子から、規範意識の高揚を感じること
ができる。規範意識の高揚やマナーの向上は、学校教育のみでは効果が薄い。保護者の回答も上昇するよう、家庭や地域との連携を密にし、指導の方向性
を示しながら、協力して取組を推進したい。
【13】保護者の肯定的回答率が、１０月のアンケート結果に比べ上昇している。しかしながら、「１そう思わない」の回答も見られた。未然防止や早期発
見、早期対応を徹底し、１つ１つの事案に丁寧に対応していきたい。

健康教育　安全について

安全と事故防止 体力向上
考察
【14】
　学校はすべての児童において、安心・安全であ
るべきで、そのような学校を目指し、ＰＴＡと協
力しながらのあいさつ運動、避難訓練や環境整備
などを行ってきた。しかしながら、保護者の回答
状況が低いことから、今後はさらに保護者と連携
した取組を行うことが必要である。
【15】
　肯定的回答率は、１０月のアンケート結果と同
様、高い数値であった。特に、教職員の「４そう
思う」の割合が増え、体育指導等の効果が表れて
いると思われる。次年度から小学校部活動がなく
なることもあり、今後も体力の二極化の是正に努
めたい。

学校は、子どもの安全と事故防止に努めていると
思いますか。

子どもたちは、すすんでスポーツなどをしている
と思いますか。

児童理解 規範意識 いじめや問題への対応

学校は、子どものよさを見つけ、子どものことを
理解しようとしていると思いますか。

子どもたちは、規則やマナーを守っていると思い
ますか。

学校は、いじめや問題があったとき、すぐに対応
していると思いますか。

生徒指導　教育相談について
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